
まちづくり懇談会内容 

 

日 時：令和 5年 10月 29日（日） 18：30～19：50 

場 所：大井分公民館 

出席者：7人 

 

１． 開会 

 

２．町長挨拶 

 ※配布資料確認及び進め方の説明 

 

３． 懇談 

（１） これからのまちづくりについて（資料①） 

（２） 自由懇談 

 

  教育長説明 

 

４． その他 

〇ごみ分別内容の変更（資料②） 

 

５． 閉会 町長挨拶 

 

懇談会終了 

 

≪懇談内容≫ 

【自由懇談】 

町民：夕鉄バスの本数がこんなに減ったとは思わなかった。ＪＲも近隣の市町村で助け合っ

て維持していくという話になっていると思うが今後の見通しはどうか。 

町長：室蘭線沿線の岩見沢市、栗山町、由仁町、安平町、苫小牧市で協議会を作っており、

その中にＪＲ北海道も入っている。協議会では利用促進をメインの事業として取り組ん

でいるが、営業収支が中々改善されない。昨年はコロナの影響もあり年間 12億円の赤字。

北海道には、室蘭線の様に黄色線区と呼ばれる路線が他に 8路線あるが、どこも同じよう

な状況となっている。国からも近々方針が出される見通しとなっているが、それまでは協

議会としても、引き続き利用促進に向けた取り組みをしっかりと行っていく考え。以前か

ら、運行は JRが行い、線路の整備等、ハード面の維持管理は地元自治体で行っていくと

いう話が基本的な流れとしてある。そういった方針が出された時に、室蘭線をどうしてい



くかは栗山町だけで決められる問題ではないので、協議会で十分議論した上で、町民の皆

さんからも意見を聞いていきたいと思っている。路線自体は貨物輸送があるのでなくな

らないと思うが、人員輸送の部分が残るかどうかという問題になってくる。 

 

町民：大井分会館の横にある、今は町道となっている元国鉄の線路跡地の排水について。今

年の 9～10月に雨が集中して降った際、雨水が町道から畑に逆流して、作物にダメージが

あった。カーブになっている場所や狭い場所では、水の流れが止まったりしているので、

将来的にでも排水状況を改善して頂けるとありがたい。 

町長：現場を確認した上で、対応を検討させて頂きたい。 

 

町民：角田雇用促進の建物について。木が生い茂っていて、あまり管理されていない。見た

目もあまり良くなく、今後どの様になるのか。 

町長：以前は雇用促進事業団で管理されていたが、現在は廃止されている。角田は入居停止

となっており、錦は現在別会社が管理しており入居は随時行われている。角田は今後も入

居する予定はないと思われる。環境整備については、管理している団体があるので、そこ

に連絡することで対応することができる。建物を解体したり、整地するといった対応は現

時点での予定はない。以前、今後の活用方法に関して、管理側から町へ建物購入の提案が

あったが、提示された金額が莫大であった。公営住宅化するとしても、エレベーターの設

置が必要となる等、色々と整備しなければならない為、あまり現実的ではなく、新しい建

物を建てた方が良いだろうという結論になり、断念した経過があった。 

 

町民：介護福祉学校について、生徒数が減ってきて大変だと思うが、働き口が町内にないと、

生徒を集めるにしても説得力がないのでは。地元に働き口がないと、結局町外に出てしま

うので、町内で就職できる環境を作った方が生徒は集まりやすいのかなと思う。 

教育長：地元の介護施設の理事会等でも色々と話し合って貰っている。他の地域と同様、若

しくはそれ以上となる様に、奨学金等を設けて、町内の働き手として残るように対応を進

めて頂いている。来年度も既に地元の施設に就職する学生がいる状況。同時に、医療大学

が北広島に移転するニュースが最近ある。介護福祉学校と医療大学の間でも色々な連携

をとっており、編入しやすい仕組みとなっている。他の大学とも包括連携協定を結ぶこと

を協議しているところ。また、各自治体との包括連携の拡大、栗山高校との連携等といっ

た事も進めていきながら、様々な観点で学生数の確保に努めていきたいと考えている。 

 

町民：昨年のまちづくり懇談会の際に、マイナンバーカードの普及について話があったが、

実際に手続きの事務負担が減るという話で作成した。今後の活用の場面についても、どの

様な形になっていくかお聞きしたい。 

総務課参与：どういった場面で活用されるかについては、具体的な話はまだないが、今後の



デジタル社会において、様々な場面で活用されていくと考えている。 

町長：地方自治体が事業を行う上で、マイナンバーカードの普及率が要件となっている部分

も出てきている。当初普及を進めていた理由としては、国の政策に我々も納得していたと

いうこと。1つは今回のコロナ禍の様な事態になった際の給付金等を、皆さんにスムーズ

に配る時に、マイナンバーカードがあれば手続きが簡素化され、必要な方にいち早く届く

仕組みが出来ると思っている。そういった社会になっていくべきだと私自身思っている

ので、マイナンバーカードの早期普及を進めていた。中々上手く進んでいない点も実情だ

と思うが、これからも少しずつ活用できる場面が増えてくると思うので、その状況を見な

がらだと考えている。 


